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　 1． オランザピンにより改善が見られた全身性遅発
性ジストニア・ジスキニジアの 1例
堀江勇一，小田靖典，石川真紀
櫻井大路，橋本　佐，椎名明大
伊豫雅臣　　　　　　（千大）
　症例は36歳女性，統合失調症。全身性の重度薬剤性
ジストニアの治療ため当科入院となった。種々の筋弛
緩薬・抗パーキンソン薬にても神経症状の改善が見ら
れず，また精神症状も不安定であったが充分量の抗精
神病薬を用いることが出来ず治療に難渋した。しかし
オランザピンを使用し精神症状・神経症状ともに著明
な改善を認めた。オランザピン投与により薬剤性ジス
トニアの改善を認めた稀な症例を経験したのでここに
報告する。
　 2． 脳梗塞後躁状態に対してオランザピン単剤が有
効だった 1例
小田靖典，堀江勇一，石川真紀
櫻井大路，橋本　佐，椎名明大
伊豫雅臣　　　　　　（千大）
　脳血管障害後抑うつ状態についての報告は多く，30
－50％にうつ状態が生じるとの報告もある。これに対
して，脳血管障害後の躁状態に関する報告は少ない。
　今回，恒例で躁状態を発症し精査にて無症候性脳梗
塞を指摘された症例に対し，オランザピン単剤投与を
行ったところ，良好な転機をとった 1症例を経験した
ので報告した。
　 3． アルツハイマー型認知症を合併した高齢者の難
治性うつ病の 1例
田所重紀（千大）
　今回我々は，高齢者の遷延性うつ病として治療が継
続されたものの，あらゆる治療に対して抵抗性を示し
た症例を経験した。精神医学的現症，認知機能スクリー
ニング検査および頭部画像所見などを総合すると，経
過中にアルツハイマー型認知症を発症したと考えられ
た。アパシーを抑うつ症状から的確に鑑別し，ADの合
併を的確に診断することで，AChE-Iの内服という新た
な治療戦略を採ることができると考えられた。
　 4． ベンゾジアゼピン系薬物依存により認知機能低
下を呈した疼痛性障害の 1例
吉村健佑，橋本　佐，堀江勇一
椎名明大，岡本英輝，伊豫雅臣
（千大）
　疼痛性障害にて短時間作用型ベンゾジアゼピン系抗
不安薬を内服していたところ，同薬の依存状態となり
認知機能障害や問題行動が出現した症例。薬物の置換，
認知行動療法的アプローチにより認知機能の著明な改
善をみたため，ここに報告する。
　 5． 強迫性障害の疑いで入院し，中等度精神遅滞の
最終診断とした17歳男児の症例
高橋純平，薛　陸影，田所重紀　
東出　香，佐々木　剛，岡村斉恵
白石哲也，中里道子，伊豫雅臣　
（千大）
　症例は17歳男児。強迫行為とそれに伴う暴力，ひき
こもりを主訴に受診，入院したが，背景に精神遅滞が
存在したため，環境調整を主体にした治療により，強
迫症状を改善することができた。
　 6． 特定不能の摂食障害と身体表現性自律神経機能
不全を呈した 8歳女児の遊戯療法の経過と母親
の愛着における問題についての考察
三田朋美，田邊恭子，船橋真由美
田野　彩，佐々木　剛，石川真紀
中里道子，伊豫雅臣　　（千大）
　母の共感性の問題から，反応性愛着の問題を生じ，
ついには身体化した 8歳女児の症例を経験した。生活
背景から児への関わりのみならず家族間の環境調整を
行うことが必要であった。児には前意識的洞察，体験
過程理論を用いた遊戯療法を行うと同時に，母の特性
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と家族間の力動を理解し，安全感の輪の理論を用いた
指導と助言を中心とした面接を行うことで家族関係の
調整が可能となった。当日は遊戯療法の経過と若干の
考察を加え報告する。
　 7． 千葉大学医学部附属病院こどものこころ診療部
外来の現状
石川真紀，佐々木　剛，田野　彩
中里道子，深見悟郎，渡邉博幸　
伊豫雅臣　　　　　　　（千大）
　千葉大こ診外来へ2008年 4月 1日から12月31日に初
回受診者数は119名，平均年齢10.4歳，男児がやや多く，
就学前と小学校高学年にピークが見られた。診断はF4，
F7～ 9が各 1/3であった。治療内容は環境調整が最多
であった。
　 8． 覚せい剤によるドパミン神経傷害に対する転写
因子Sp1の関与
萩原裕子（千大）
　Sp1阻害作用があるMithramycin （MITH）は覚せ
い剤（METH）によって生じるドパミン神経傷害の改
善作用を示すことが示唆されている。また，細胞系で
METHによってSp1とDNAとの結合が増強していて，
MITHによって減弱することが分かっている。さらに
今回のRT-PCRの結果から，METH投与でマウス脳
内で特定の時間でSp1が増加していることが明らかと
なった。
　 9． コカイン依存症とその治療
荒川志保　　　　　（千大院）
白山幸彦　　　　　　　　　　
（帝京大ちば総合医療センター）
藤田有子，石間　環，橋本謙二
（千大・社会精神保健教育研究センター）
伊豫雅臣　　　　　　（千大）
　コカイン依存症において離脱症状の改善と再発予防
は重要であるが，有効な治療薬はない。コカイン依存
症モデルマウスを用いて離脱期の行動異常や生化学的
変化を調べ，治療薬を検討する。今回の実験ではコカ
インの慢性投与後の離脱期に脳内モノアミンレベルや
代謝の変化がみられた。また，ストレス負荷後のモノ
アミンレベルや代謝では異なる変化がみられた。今後，
離脱期の異常行動を特定し，これら生化学的変化との
関連を調べる。
　10． 強迫性障害の局所脳血流の変化 : SPECT研究
原口　正，清水栄司，関根吉統
（千大・社会精神保健教育研究センター）
金原信久，内田佳孝　　　　　
（同・放射線医学）
伊豫雅臣　　　　　　（千大）
　強迫性障害（OCD）患者の安静時脳血流の異常が報
告されているが，一致した見解は得られていない。日
本人OCD疾患者の安静時脳血流をSPECTにより比較
検討した。本研究でOCD群に認められた眼窩回・帯状
回・視床における脳血流異常は，多くの先行研究と一
致し，人種・文化を問わず，これらの部位はOCD患者
の病態に関与していることが示唆された。
　11． 統合失調症の認知機能障害と血清BDNFの検討
新津富央，伊豫雅臣　　　　　　　　　（千大）
白山幸彦　　　（帝京大ちば総合医療センター）
松澤大輔　　　　（千大・神経情報統合生理学）
橋本謙二（同・社会精神保健教育研究センター）
　統合失調症患者と健常者に前頭葉機能を反映する神
経心理課題を実施した。同時に血清中の脳由来神経栄
養因子（BDNF）を測定し相関を検討した。
　12． 中国の薬物依存
谷渕由布子，伊豫雅臣（千大）
呉　勁，橋本謙二　　　　　　
（同・社会精神保健教育研究センター）
　昨年 2度，「覚せい剤依存症の診断と治療に関する共
同研究」のための中国出張に同行させていただく機会
を得，精神医療施設を数箇所訪問したので，今回，中
国での薬物依存治療の実態について述べる。
　13． 医療観察法により鑑定入院となったアルツハイ
マー型認知症
倉田　勉，細井尚人，石毛　稔
鈴木　均，茂木伸一，岩永明峰
菊池周一，矢田洋三　　　　　
（袖ヶ浦さつき台）
　87歳男性による強盗未遂。鑑定結果はアルツハイマー
型認知症で治療反応性なし。不処遇となった。入院中，
右大腿骨骨折となった。
　認知症の治療反応性評価は困難であった。また高齢
者では特にリエゾン・システムの構築など，制度とし
て再検討が必要と考えた。
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　14． 起訴簡易鑑定の研究
鈴木正利，小田靖典，椎名明大　
藤﨑美久，五十嵐禎人，伊豫雅臣
（千大）
　平成20年 1月から同年 9月までに当科で行った簡易
鑑定16例を対象に診断，鑑定医の能力判断，検察官の
決定処分を比較分析したが，鑑定医の能力判断と検察
官処分との間に大きな差異はなかった。またより精度
の高い鑑定を目指して当科で行っている鑑定の方法や
標準化を目指した取り組みについて紹介した。
　15． 悪性緊張病の比較検討
林　秀紀，小石川比良来（亀田総合）
　19世紀ドイツの精神病理学者Kahlbaumは緊張病（カ
タトニア）を一つの疾患単位として概念を確立，提唱
し広く受け入られていたが，Kraepeline，Bleulerによ
り早発痴呆概念に組み込まれ，制限・矮小化されていっ
た。しかし，1970年代より緊張病を一つの臨床症候群
として捉え直す考え等は受け入れられDSM－Ⅳにも一
部認められた。現代のparadigm shiftの一つとも言え
る。
　今回我々は，緊張病の中でも重症度の高いいわゆる
「悪性緊張病」症例をいくつか経験した。最近の知見や
今後の研究の方向性も踏まえながらここに紹介する。
　16． 薬物過量服用者により入院となった症例の検討
木村　大，松浦暁子，赤田弘一
斎賀孝久，佐藤茂樹　　　　　
（成田赤十字）
　平成20年 1月から12月までに入院となった自殺企図
者70中55名は薬物過量服用者であった。薬物過量服用
者に対して救急科が身体治療を行い，その後当科が診
察を行う。必要がある場合は精神科病棟に入院加療と
なる。
　過去に経験した症例について問題点，今後の課題を
検討した。
　17． 航空機内での心肺蘇生の実施により心的外傷を
負った 1例
大塚祐司（旭中央）
　X年 2月，成田発の外資系航空機内にてツアー旅客
（55歳男性）が心肺停止に陥った。同機にたまたま乗り
合わせていた個人客 （31歳女性，会社員）が 1時間に
渡り 1人で心肺蘇生を行い救命した。救命した女性は
心肺蘇生時の出来事が元で急性ストレス障害，外傷後
ストレス障害を発症し，長期間に渡って社会生活に支
障を来たす状態が続いた。
　18． 摂食障害患者を対象とした認知機能検査
阿部哲也，中里道子，林　秀紀
伊豫雅臣　　　　　　（千大）
　認知柔軟性，セントラル・コヒアレンスの障害は，
患者群，健常対照群で統計学的に有意な差は認められ
なかった。決断能力の障害が，Iowa Gambling Task60
で健常対照群>患者群の傾向が認められた。今後は症
例数を更に増やし，急性期，回復後の縦断的な検証及
びサブタイプによる比較を検討する。
　19． 千葉大学病院における精神科訪問看護・指導
（第 4報）: 医学部臨床実習生の学習成果を検証す
る
森ますみ，椎名明大，藤﨑美久
伊豫雅臣　　　　　　（千大）
　当科の実習プログラムには精神科訪問看護がある。
先回に引き続き学生にアンケート調査したところ，実
習前は重症度や身辺の世話といった医学的側面から患
者を捉えているが，実習後は「生活」や「環境」にも
着目できるようになったことが示唆された。
　20． 千葉病院における統合失調症患者に対する外来
心理教育
長谷川　直，伊藤美緒，阿部千晶
三村裕太，服部倫子，松本知子　
眞田　修　　　　（同和会千葉）
　統合失調症患者に対する心理教育は地域で主体性を
持って生活する患者にとって必要なツールである。当
院でもH19年 3月より外来通院患者を対象に集団心理
教育プログラムを開始し， 2年間で 7グループ，計54
名が修了した。今回プログラムの概要を紹介した上で
結果を報告し，若干の考察を加えた。
　21． 木更津病院とサテライトクリニックの連携
小松英樹，岡和田景子，池部　達
吉村政之，秋元武之，古田多真美
高瀬美咲，関根　博，稲生英俊　
遠藤博久，古関啓二郎，青木　至
（木更津）
　木更津病院とサテライトクリニックについて患者紹
介状況を調べ，地域におけるそれぞれの役割や連携の
あり方を検討した。施設間での患者層の比較や，連携
といった観点からは今後はうつ病への対応を充実させ
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る必要があること，電子カルテ化による情報共有化の
利点などについて考察した。
　22． 総合病院精神科ではどのような症例が経験でき
るか
佐藤茂樹（成田赤十字）
　総合病院精神科で経験できることは，精神疾患の初
期状態の診断・治療，一般診療科との連携により行わ
れる診療などである。総合病院精神科はどこも多忙だ
が，最近仕事量コントロールの試みも出現している。
総合病院精神科で臨床の基礎を体験することがその後
の精神科臨床医としてのキャリアに役立つものと思わ
れる。
　23． 保護観察中の性犯罪者の性的認知のゆがみとリ
スクアセスメントについて
勝田　聡（千大）
　質問紙の因子分析から攻撃性とわい小化の 2因子を
抽出し，t検定によって性犯罪者の性的認知のゆがみが
大きいことを検証した。また，性的認知のゆがみが大
きい子どもへのわいせつ事犯等は認知面に焦点を当て，
嗜癖性が高いのぞき，露出，下着盗等は性嗜好や行動
コントロールに焦点を当てることが保護観察上重要で
あることが示唆された。
　24． 統合失調症の進行と共に前頭葉機能低下は全脳
に拡大するか : 初発エピソード群と慢性期群との
横断研究
金原信久（千大）
　統合失調症初発エピソード18人と慢性期群23人及び
健常群40人を対象に，3D-SSP-SPECT （123I-IMP）で安
静時脳血流変化を検討した。両疾患群で外・内側前頭
前野で有意な脳血流低下領域を認めた。慢性期群での
み脳後方領域でも低下領域を認め，罹病期間の増大と
共に脳血流低下領域は拡大することが示唆された。
　25． フルボキサミン及びドネペジルのヒト脳内シグ
マ 1受容体占拠率測定 : ［11C］SA4503-ポジトロ
ンCT撮影を用いて
石川雅智（千大院）
　ヒト脳内シグマ 1受容体にフルボキサミンとドネペ
ジルが結合することを［11C］SA4503-ポジトロンCT撮影
を用いて確認した。いずれも用量依存性が見られ，そ
れぞれの薬剤が本来持つ薬理学的作用以外にシグマ 1
受容体を介した作用にも寄与していることが強く示唆
された。
